
小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

後列左から尾畑参務、那須参務、長峯参務 

前列左から酒井参務、木越宗務総長、古賀参務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

２０２２年３月３０日（水）付にて、参務の一部交代がありましたので、下記のとおり

お知らせします。 

 
【退任した参務】 

・望月 慶子 氏（もちづき けいこ） 

山陽教区 第６組 浄泉寺坊守／宗議会議員 

・齊藤 法顕 氏（さいとう のりあき） 

九州教区 鹿児島組 明信寺住職／宗議会議員 

 

【就任した参務】 

・那須 信純 氏（なす しんじゅん） 

東京教区 栃木組 慈願寺住職／宗議会議員 

・長峯 顕教 氏（ながみね あきのり） 

九州教区 大分東組 西福寺住職／宗議会議員 
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慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

 

●大谷大学 学長に一楽 真 氏（小松教区 宗圓寺住職）が就任。 
 ２０２２年４月１日（金）、大谷大学（京都市北区）

の木越康学長の任期満了に伴い、第２９代学長に一楽真

氏（小松教区 宗圓寺住職）が就任されました。任期は 

２０２２年４月１日から２０２６年３月３１日までの４

年間になります。 

 一楽氏は１９５７年石川県小松市生まれ（６４歳）。

１９８５年に大谷大学大学院研究科博士後期課程（真宗

学専攻）満期退学。大谷大学文学部特別研究員、准教授

などを経て、２００９年に文学部教授。大谷大学 前仏教

教育センター長などを歴任。著書に『シリーズ親鸞 親鸞

の教化』（筑摩書房）『阿弥陀経入門－釈尊の呼びかけを聞く－』（東本願寺）等。今後

の活躍がさらに期待されます。 

 

 

 

●教区帰敬式（おかみそり）を９月２日（金）に執行します。 
小松教区帰敬式を下記のとおり執行します。 

 帰敬式は、古くから「おかみそり」とも言われ、「仏」

「法」「僧」の三宝に帰依し、真宗門徒として新たな人生を歩

み出すことを誓う大切な儀式です。帰敬式を受式されると、仏

弟子としての名前である「法名（釋○○）」が授与されます。 

真宗の伝統の中にこの身を受けた、お一人おひとりの人生の新たなスタートとして、

「帰敬式」を受けましょう。 

１ 日  時  ９月２日（金）①午前の部 ９時から１１時３０分まで 

               ②午後の部 １３時１５分から１５時４５分まで 

２ 会  場  常磐会館（小松教務所） 

３ 執 行 者  本山鍵役（予定） 

４ 募集人数  ①②ともに 各回５０名 

５ 冥 加 金  １３，０００円（記念品代含む）※２０歳以下は８，０００円 

６ 申込期間  ６月１日（水）から受付開始 ※定員になり次第締め切ります 

※申込書に必要事項をご記入のうえ、冥加金を添えて教務所までお申し込みください。 

 なお、申込書は教区内寺院並びに教務所にございますのでお申出ください。 

※申込書と冥加金の受理をもって申込完了とします。 

※本山が選定した法名が授与されますので、希望する漢字で頂戴することは出来ません。 

※新型コロナウイルス感染症の影響によっては延期・中止の場合があります。 

※お問合せは小松教務所までご連絡ください。 

 

昨年の様子 

一楽 真 氏 

（大谷大学学長） 



小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

 

●郡中御影報恩講について 

１ 日  時  7月 23日（土）8時 30分～12時（御影道中は 7時 30分から） 

２ 会  場  本覺寺（小松市寺町） 

今年の郡中御影報恩講も同様新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年と同様、規

模を縮小（出仕者、参詣者は教区役職者のみ）して開催いたしますので、一般の方の御参

詣はご遠慮いただきますようお願いいたします。 

なお、郡中御影報恩講の詳細につきましては関係者のみ別途通知いたします。 

 

●２０２１年度本山経常費御依頼の収納状況について 

2021年度本山経常費御依頼（相続講金）は、小松教区御依頼額 70,491,000円に対して、

収納額 58,234,429 円（収納率 82.6％・4 月 12 日現在）の収納状況であり、教区完納まで

残り 12,256,571 円となっております（会計は 2022 年 6 月 30 日まで）。過去同時期の収納

額から推測しますと、教区完納の達成は容易ではありません。 

つきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、ご寺院方並びにお世話方にお

いても厳しい状況にあり大変恐縮ではございますが、本山経常費御依頼の教区完納に向け、

各町の相続講金及び院号法名や真宗本廟収骨の申請など、募財奨励により一層のご尽力を

賜りますようお願い申しあげます。 

なお、今後も収納状況を注視しつつ、教区として何らかの対応策が必要な場合は、教区

役職者と相談のうえ、改めてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小松教務所 事務休止のお知らせ＞ 
下記の期間、教務所事務を休止します。 

ご不便をお掛けしますが、ご理解の程お願い申し上げます。 

２０２２年４月２９日（金）から５月８日（日）まで 

【緊急連絡先】主計（080-3394-6126） 

※ 電話が繋がらない時は、必ずメッセージを入れてください 

お詫びと訂正 

『教務所たより』４月号４頁の行事予定表に下記のとおり誤りがありました。 

（誤）３月１７日（日）日曜講座 講師 山口 尊哉 氏（小松教区 聖德寺） 

（正）３月１７日（日）日曜講座 講師 山口 尊哉 氏（小松教区 聖得寺） 

お詫びして訂正させていただきます。 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

本山・連区・その他の月間行事予定 

・福井教区お待ち受け大会 5/14（土）［福井教務所］ 

・真宗大谷派保護司会第３回全国研修会 5/17（火） 13：00［本山］ 

・北陸連区差別問題研修会 5/26（木） 13：30［zoom］ 

 小松教区・大聖寺教区 月間行事予定表 【２０２２年５月】 

  小松教区 大聖寺教区 

1 日 
日曜講座 9：30 
講師 但馬 諒 氏（大聖寺教区 興宗寺） 

 

2 月   

3 火 いのプロ「田植え」 13：30  

4 水   

5 木   

6 金   

7 土   

8 日   

9 月  
坊守会同朋のつどい 13：30 

講師 佐野 明弘 氏（大聖寺教区 光闡坊） 

10 火  教区会議員懇談会 15：00 

11 水 坊守会役員会 14：00 

真宗聞法会 10：00 

講師 佐野 明弘 氏（大聖寺教区 光闡坊） 

是旃陀羅学習会 13：30 

12 木 
十二日講 9：30 
講師 森本 栄史 氏（小松教区 願成寺） 

 

13 金  性差別継続学習会 13：30 

14 土 社会教化研修会 14：00  

15 日 
日曜講座 9：30 
講師 西山 郷光 氏（小松教区駐在教導） 

 

16 月 
 靖国問題学習会 9：30 

両教区大谷婦人会懇談会 10：00［大聖寺教務所］ 

17 火 青少幼年教化部門会議 15：00 解放運動推進部門会議 10：00 

18 水 教区門徒戸数調査委員会 14：00 常葉会館・清掃奉仕 9：00 

19 木   

20 金 真宗入門講座実行委員会 14：00 
常葉会館報恩講・示談講報恩講 9：30 

講師 藤原 千佳子 氏（金沢教区 浄秀寺） 

21 土 社会教化研修会 14：00  

22 日   

23 月 十二日講門徒会総会 13：30 

坊守会報恩講 10：00 

講師 保木 悦雄 氏（教務所長） 

真宗入門講座 13：30 

講師 伊勢谷 功 氏（大聖寺教区 常願寺） 

24 火 
第３回両教区青少幼年懇談会 14：30［小松教務所］ 

 教区門徒戸数調査委員会 15：00 

25 水 第３回両教区坊守会懇談会 14：00［小松教務所］ 

26 木   

27 金 
真宗入門講座 19：00 
 講師 滋野井 光 氏（小松教区 稱佛寺） 

ハンセン病問題学習会 14：00 

28 土   

29 日   

30 月 推進員役員合同懇談会・各教区役員会 14：00［小松教務所］ 

31 火 
大谷婦人会公開講座 13：30 

講師 三島 清圓 氏（岐阜高山教区西念寺） 
教区募財に関する委員会 15：00 

※ 感染状況によっては、延期・中止等

の判断もあり得ますので、各主催者・

団体にご確認をお願いします。 

※ 行事については、各教務所にお問い

合わせください。 

教務所事務休止のお知らせ 

４月２９日(金)から５月８日(日)まで大型連休

の為、教務所事務休止とさせていただきます。 

 


